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和

は
じ
め
に

我
が
国
で
は
、
東
日
本
大
震
災
発
災
時
・
復
旧
時
・
復
興
時
に
、
市
民
（
1
）

の
要
求
と
行
政
の
対
応
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
る
事
例
が
多
く
み

ら
れ
、
市
民
・
行
政
間
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
課
題
が
多
く
顕
在
化
し
た
。
つ
ま
り
、
市
民
と
行
政
と
の
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
や
様
々
な
問
題
を
背
景
と
し
て
生
じ
た
個
別
化
・
多
様
化
し
た
市
民
の
課
題
を
解
決
し
て
お
ら

ず
、
ニ
ー
ズ
の
充
足
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
出
来
て
い
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
確
か
に
行
政
は
、
こ
れ
ま
で
も
広
報
・
広
聴
活

動
を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
に
努
め
て
き
た
が
、
こ
う
し
た
い
わ
ゆ
る
デ
ィ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
じ
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
、
必
ず
し
も
行
政
の
広
報
活
動
が
市
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
部
分
で
、
充
分
な
効
果
を
上
げ
て
き
て
い
な

い
現
れ
と
考
え
ら
れ
る
。
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こ
の
よ
う
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
効
果
を
上
げ
て
こ
ら
れ
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
、
①
情
報
化
社
会
の
進
展
に
よ
る
情
報
洪
水
の
中

で
市
民
の
関
心
を
引
く
よ
う
な
広
報
技
術
・
技
法
の
開
発
を
怠
っ
て
き
た
、
②
こ
の
こ
と
以
上
に
広
報
（P

ublic R
elations

）
の
優
れ
た

機
能
を
理
解
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
戦
略
的
に
展
開
し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

具
体
的
に
言
え
ば
、
こ
れ
ま
で
の
広
報
は
、
市
民
を
「
情
報
や
サ
ー
ビ
ス
の
受
け
手
」
と
考
え
、
結
果
を
ア
ナ
ウ
ン
ス
す
る
「
結
果
報

告
」
や
「
お
知
ら
せ
広
報
」
が
多
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
現
在
求
め
ら
れ
る
広
報
は
、
行
政
か
ら
の
一
方
的
な
「
お
知
ら
せ
型
広

報
」
↓
「
対
話
型
広
報
」
へ
、
さ
ら
に
は
「
協
働
型
広
報
」
へ
の
発
展
で
あ
り
、
ま
た
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
、
広
報
活
動
を
展
開

す
る
こ
と
に
よ
り
双
方
向
性
で
あ
る2W

A
Y

の
関
係
を
築
く
こ
と
で
、
社
会
が
今
、
何
を
求
め
て
い
る
か
を
把
握
し
、
そ
れ
を
実
行
し

て
い
く
こ
と
で
市
民
か
ら
の
信
頼
を
獲
得
し
て
い
く
こ
と
と
考
え
る
。

「
お
知
ら
せ
型
広
報
」
は
言
う
な
れ
ば
、「
伝
え
る
」
と
い
う
こ
と
、「
対
話
型
広
報
」
は
言
う
な
れ
ば
、「
伝
わ
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ

る
（
2
）

。
つ
ま
り
、
行
政
が
一
方
的
に
「
伝
え
る
」
の
で
は
な
く
、
市
民
に
「
伝
わ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
相

手
で
あ
る
市
民
が
理
解
・
反
応
・
評
価
す
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
協
働
型
広
報
と
は
、
対
話
の
結
果
と
し
て
、
行
政
と
市
民
で
新
た
な

価
値
を
協
働
し
て
創
造
し
て
い
く
こ
と
と
考
え
る
。
こ
こ
に
現
代
的
な
行
政
広
報
の
課
題
が
あ
り
、
行
政
と
市
民
の
間
の
不
信
の
悪
循
環

を
解
消
し
、
将
来
に
わ
た
り
信
頼
の
好
循
環
を
築
い
て
い
く
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
ど
う
展
開
し
て
い
く
か
、
ま
た
そ
の
た
め

に
は
い
か
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
を
具
体
的
施
策
と
し
て
実
施
し
て
い
く
か
が
求
め
ら
れ
る
。

⑴　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
形
態

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
の
効
果
を
最
大
化
す
る
た
め
に
は
、
事
前
に
戦
略
対
象
の
本
質
、
特
性
を
的
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
不
可

一
一
八



行
政
広
報
の
現
代
的
課
題
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
（
岩
井
）

（
六
三
五
）

欠
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
戦
略
対
象
で
あ
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
ど
の
よ
う
に
分
類
し
て
い
く
か
が
問
題
と
な
る
。
具
体
的
に
は
、「
伝
わ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
相
手
を
思
い
浮
か
べ
て
戦
略
を
構
築
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、「
誰
に
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
伝
え
、
伝
わ
る
の
か
」、
そ
の
た
め
に
は
、「
ど
の
よ
う
な
ル
ー
ト
を
通
し
て
伝
え
る
の
が
ふ
さ
わ
し
い
の
か
」、
そ
れ
ぞ
れ
の

ル
ー
ト
の
特
性
を
知
る
必
要
が
あ
る
。

市
民
に
と
っ
て
情
報
を
得
る
ル
ー
ト
で
あ
る
、
情
報
の
接
点
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
新
聞
・
雑
誌
と
い
っ
た
〝
マ
ス
（
大
衆
、
大

量
）〞
メ
デ
ィ
ア
の
広
告
や
コ
ン
テ
ン
ツ
（
記
事
・
番
組
な
ど
）、
組
織
が
自
ら
発
信
す
る
情
報
（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
サ
イ
ト
な
ど
）
で
あ
り
、

且
つ
職
員
の
対
応
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
接
点
を
統
合
し
て
、
そ
の
組
織
や
事
業
が
自
分
に
と
っ
て
有
益
か
不
利
益
か
を
市
民
は
判
断

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
現
在
で
は
、
市
民
自
身
に
よ
っ
て
情
報
の
内
容
や
職
員
の
言
動
・
対
応
が
ブ
ロ
グ
な
ど
で
意
見
や
要
求
と
し
て
発

信
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
が
別
メ
デ
ィ
ア
の
番
組
や
記
事
で
紹
介
さ
れ
、
一
つ
の
情
報
の
接
点
で
の
内
容
が
、
他
の
情
報
の
接
点
に
影

響
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
情
報
の
接
点
の
メ
デ
ィ
ア
理
解
を
向
上
し
、
ど
の
よ
う
な
情
報
の
接
点
で
ど
の
よ
う
な
情
報
を

伝
達
す
る
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
と
な
る
。

例
え
ば
、
災
害
時
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
で
は
、「
ど
こ
で
、
何
が
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
」
と
い
う
端
的
で
正
確

な
情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
広
く
伝
え
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
し
か
も
、
行
政
か
ら
の
情
報
は
正
式
情
報
と
な
る
の
で
、
タ
イ
ム
リ
ー
に

注
力
す
る
あ
ま
り
、
正
確
で
は
な
い
情
報
は
逆
に
混
乱
を
生
じ
さ
せ
て
し
ま
う
た
め
、「
正
確
な
情
報
」
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

タ
イ
ム
リ
ー
に
広
く
伝
え
ら
れ
る
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
番
組
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
続

く
の
が
新
聞
記
事
で
あ
る
が
、
そ
の
他
の
メ
デ
ィ
ア
は
タ
イ
ム
ラ
グ
が
生
じ
る
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
自
ら
伝
え

な
が
ら
、
各
メ
デ
ィ
ア
に
働
き
か
け
、
番
組
や
記
事
で
伝
え
て
も
ら
う
。
特
に
ラ
ジ
オ
は
、
番
組
の
編
成
に
融
通
が
利
き
、
メ
デ
ィ
ア
や

一
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生
活
者
も
災
害
時
は
ラ
ジ
オ
が
情
報
源
で
あ
る
と
い
う
意
識
が
あ
る
た
め
、
緊
急
時
の
対
応
力
が

強
い
。
た
だ
、
い
ず
れ
の
メ
デ
ィ
ア
も
電
気
や
電
波
な
ど
の
状
況
で
生
活
者
に
届
か
な
い
可
能
性

が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
留
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
表
│

1
か
ら
事
例
を
考
え
る
と
次
の
よ
う

に
な
る
。

（
事
例
）
災
害
関
係
（
有
事
）
①
災
害
時
に
は
、
情
報
を
逐
次
提
供
す
る
「
告
知
型
」+

「
説
明

型
」
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
②
復
旧
が
完
了
す
る
と
、
日
常
化
す
る
た
め
、「
短
期
型
」
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
③
タ
ー
ゲ
ッ
ト
↓
東
北
管
区
内
の
生
活
者
全
て
と
関
係
機
関
。
特
に
被
災

者
と
被
災
地
の
関
係
機
関
。

ま
た
、
災
害
関
係
で
は
平
時
の
活
動
も
重
要
で
あ
り
、
こ
の
場
合
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
戦
略

で
は
、
①
瞬
間
的
に
予
算
を
か
け
る
も
の
、
②
長
期
的
に
繰
り
返
し
市
民
が
情
報
に
接
触
す
る
よ

う
に
す
る
も
の
と
の
両
輪
で
啓
蒙
し
て
い
く
必
要
性
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
全
方
位
的
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
、
日
常
的
に
接
触
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
防
災
に
対
す
る
意
識
を
啓
蒙

す
る
活
動
が
重
要
と
な
り
、
少
し
ず
つ
で
も
良
い
か
ら
常
に
接
触
さ
せ
る
こ
と
で
浸
み
込
む
よ
う

に
刷
り
込
ん
で
い
く
活
動
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
災
害
関
係
だ
け
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
、
特
に
情
報
伝
達
部
分
に
は
、

表－ 1　各情報の接点を考慮してのコミュニケーション形態（ 3）

告知型：いわゆるお知らせ

説明型：内容を理解してもらうための説明

啓蒙型：生活者の意識啓蒙と啓発を行うもの

短期型：特定の期日の前後数日程度

中期型：数か月程度

長期型：数年～数十年に渡るもの

（出所） 　国土交通省東北地方整備局資料『生活者とのコミュニケーションの精

度の向上を目指して～戦略的な行政広報の実現へ～』、p.69
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表－ 2 　災害関係（有事）コミュニケーションサンプル

※　緊急時であるため、各メディアの特性として分析している

テ　　レ　　ビ

映像や音声を使い、タイムリーに詳細な状況を
伝えることできる。自宅以外でも視聴できる、
携帯電話などのワンセグが普及しつつあるが、
基本的にアンテナにつながっていないと視聴で
きないため、被災者は見ることができない可能
性があることに留意する。

ラ　　ジ　　オ

音声だけではあるが、タイムリーに詳細な状況
を伝えることができる。防災ラジオの普及や
カーラジオなどにより、自宅以外でも聞くこと
ができるため、他のメディアよりも被災者に届
きやすい。

新　　　　　聞

紙であるため、多くの情報を伝えることができ
る。しかしながら、発行は翌日になるというこ
と、新聞販売店のネットワークが寸断され、宅
配ができず、被災者は見ることができない可能
性があることに留意する。

雑　　　　　誌
紙であるため、多くの情報を伝えることができ
るが、発行タイミングによるタイムラグがある
ため、タイムリーな情報でない可能性がある。

Ｏ　　Ｏ　　Ｈ
看板等を活用し、道路の寸断や迂回路など、現
地の状況を説明する。状況の変化に応じて看板
の内容を変更していく。

インターネット
24時間説明ができる、貴重なツールであるが、
電気や電話回線などがないと、閲覧できないた
め、被災者は見ることができない可能性がある。

広報

ニュースリリース
公式文書として公開する。行政による発表こそ
が正確な情報である。と生活者は認識している
ため、非常に重要。

記者会見・取材対応

直接、正確に伝えることにより、番組や記事の
精度を向上させる。メディアによる憶測ではな
く、行政による発表こそが正確な情報である。
と生活者は認識しているため、非常に重要。

イ ベ ン ト

パ ン フ レ ッ ト 状況を説明する「チラシ」が必要となる場合は
検討。

広 報 誌 発行にタイムラグがあるため、復旧の報告を掲
載することを検討。

（出所） 　国土交通省東北地方整備局資料『生活者とのコミュニケーションの精

度の向上を目指して～戦略的な行政広報の実現へ～』、p.80
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大
き
な
違
い
が
あ
り
、
対
象
が
ど
う
い
っ
た
時
に
、
何
を
求
め
て
い
る
か
（
内
容
）、
何
で
知
ら
せ
る
べ
き
か
（
メ
デ
ィ
ア
）
を
知
る
「
情

報
受
信
」
部
分
が
、
日
常
の
行
政
活
動
に
お
い
て
重
要
と
な
っ
て
く
る
。

（
事
例
）
災
害
関
係
（
平
時
）
①
災
害
時
の
心
得
な
ど
を
啓
蒙
し
、
有
事
の
対
応
力
向
上
を
促
す
、「
啓
蒙
型
」
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

②
何
年
に
も
渡
っ
て
続
く
た
め
、「
長
期
型
」
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
③
タ
ー
ゲ
ッ
ト
↓
東
北
管
区
内
の
生
活
者
全
て
と
関
係
機
関
。

⑵　

メ
デ
ィ
ア
選
択

次
に
、
前
述
の
情
報
伝
達
の
場
面
で
重
要
と
な
っ
て
く
る
の
が
、
メ
デ
ィ
ア
選
択
で
あ
る
。
災
害
関
係
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ン

プ
ル
で
も
分
る
よ
う
に
、
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
を
使
用
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
、
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
メ
デ
ィ
ア
・
ミ
ッ
ク
ス
で
あ
る
。
確

か
に
メ
デ
ィ
ア
・
ミ
ッ
ク
ス
は
、
広
報
効
果
を
高
め
る
た
め
の
有
効
な
方
策
で
あ
る
。
し
か
し
、
た
だ
複
数
メ
デ
ィ
ア
を
漠
然
と
ミ
ッ
ク

ス
す
れ
ば
良
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
デ
ィ
ア
の
特
徴
を
認
識
し
た
上
で
組
み
合
わ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
、
充
分
な
効

果
は
期
待
で
き
な
い
。

従
来
、
印
刷
メ
デ
ィ
ア
、
映
像
メ
デ
ィ
ア
、
電
波
メ
デ
ィ
ア
、
電
子
メ
デ
ィ
ア
、
ラ
イ
ブ
メ
デ
ィ
ア
と
い
っ
た
分
類
が
な
さ
れ
る
。
そ

の
他
と
し
て
「
広
く
伝
わ
る
メ
デ
ィ
ア
」・「
深
く
伝
わ
る
メ
デ
ィ
ア
」、「
入
り
口
メ
デ
ィ
ア
」・「
受
け
皿
メ
デ
ィ
ア
」
と
い
っ
た
分
け
方

も
考
え
ら
れ
る
（
4
）

。「
広
く
伝
わ
る
メ
デ
ィ
ア
」
と
し
て
は
Ｔ
Ｖ
や
新
聞
な
ど
の
マ
ス
広
告
が
代
表
で
あ
る
。
一
方
、「
深
く
伝
わ
る
メ
デ
ィ

ア
」
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
説
明
会
、
行
政
窓
口
で
の
対
応
な
ど
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
こ
の
よ
う
に
分
け
る
と
、
広
く
伝
え
る
メ
デ
ィ
ア
で

一
二
二



行
政
広
報
の
現
代
的
課
題
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
（
岩
井
）

（
六
三
九
）

表－ 3 　災害関係（平時）コミュニケーションサンプル
※　ターゲットと戦略を策定して、それに基づいた情報の接点を設定した場合のメディアの有効度

◎とても向いているので、積極的に活用 ○まあ向いているので、補完的に活用

△活用は可能だが、効率が悪いため、検討が必要 ×向いていないので、活用しない

テレビ

タイム ◎
広範囲に、長期的に繰り返し接触するため、日常的な使
用に向いている。

スポット ○
時期などが自由にコントロールできるので、防災の各月
間時など、瞬間的な使用に向いている。

ラジオ

タイム ◎
広範囲に、長期的に繰り返し接触するため、日常的な使
用に向いている。

スポット ○
時期などが自由にコントロールできるので、防災の各月
間時など、瞬間的な使用に向いている。

新聞

新聞 ◎
広範囲に接触するため、非常に向いている。小さなス
ペースで繰り返し実施したり、大きなスペースで瞬間的
に実施したりする。

フリーペーパー ○
ターゲット毎に複数実施しないと非効率になる可能性は
あるが、小さなスペースで繰り返し実施したり、大きな
スペースで瞬間的に実施したりする。

雑誌 雑誌 ○
広範囲に接触するため、非常に向いている。小さなス
ペースで繰り返し実施したり、大きなスペースで瞬間的
に実施したりする。

ＯＯＨ

交通広告 ○
1週間単位の枠や年単位の枠などさまざまあるため、目
的に応じて実施する。

新聞折込 ○
期日、エリアを指定して実施するので、防災の各月間時
など、瞬間的な使用に向いている。

屋外メディア ◎ 年間契約が多いので、日常的な使用に向いている。

シネアド ○
期間や映画館を指定して実施するので、防災の各月間時
など、瞬間的な使用に向いている。

施設メディア ◎
年間契約が多いので、日常的な使用に向いている。日常
的な使用に向いている。

ルートメディア ○
広範囲で実施するとコスト効率が悪くなるが、防災の各
月間時など、瞬間的な使用に向いている。

インターネット

インターネット広告 △
サイトに誘導しやすくする意味では、より親切。ただし、
優先順位は低い。

インターネットサイト ◎
メディアの力を借りずに、24時間告知・説明ができる、
貴重なツール。現代において欠かせないもの。

広報

ニュースリリース ◎ 日常的な情報発信として重要。

記者会見・取材対応 ◎ 日常的な情報発信として重要。

イベント ◎
防災に関する意識をリアルに啓蒙する機会としての使用
に向いている。

パンフレット ○
長期間使用できるもの、短期間使用するものと使い分け
ていく。「渡す」ことができる貴重なツール。

広報誌 ○
メディアの力を借りずに自ら告知・説明ができる、貴重
なツール。日常的な使用。

（出所） 　国土交通省東北地方整備局資料『生活者とのコミュニケーションの精度の向上を目指して～戦略

的な行政広報の実現へ～』、p.82
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は
何
を
中
心
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
す
べ
き
か
が
明
確
に
な
る
。
同
様
に
、「
入
り
口
メ
デ
ィ
ア
」
は
マ
ス
広
告
の
ほ
か
に
、
ポ
ス
タ
ー
や
簡

単
な
チ
ラ
シ
、
街
頭
で
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
こ
れ
に
含
ま
れ
る
。
一
方
、「
受
け
皿
メ
デ
ィ
ア
」
は
や
は
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
説
明
会
、

窓
口
対
応
な
ど
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

考
え
方
と
し
て
重
要
な
の
は
、「
広
く
伝
わ
る
メ
デ
ィ
ア
」「
入
り
口
メ
デ
ィ
ア
」
で
広
報
対
象
の
注
目
と
関
心
を
つ
か
み
、
そ
れ
を

「
深
く
伝
わ
る
メ
デ
ィ
ア
」「
受
け
皿
メ
デ
ィ
ア
」
へ
誘
導
し
て
く
る
「
道
筋
づ
く
り
」
が
重
要
と
な
り
、
ど
の
よ
う
に
し
て
こ
の
道
筋
を

考
え
、
企
画
し
て
い
く
か
が
問
題
と
な
る
。
さ
ら
に
言
う
な
ら
ば
、
こ
の
道
筋
は
独
り
よ
が
り
、
あ
る
い
は
広
報
主
体
（
情
報
発
信
者
側
）

だ
け
の
意
図
に
よ
る
も
の
だ
け
で
は
成
り
立
た
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
例
え
ば
メ
デ
ィ
ア
に
し
て
も
、
広
報
主
体
が
思
っ
て
い
る
メ
デ
ィ
ア

と
対
象
が
求
め
、
使
用
し
て
い
る
メ
デ
ィ
ア
が
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
重
要
と
な
る
も
の
が
、
社
会
一
般
・
関
係
が
特
定
さ
れ
る
外
部
・
組
織
内
部
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
情
報
に
対
す
る
分
析
で
あ
る
。

こ
れ
が
「
広
聴
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
単
に
聴
く
だ
け
で
あ
れ
ば
誰
に
で
も
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
意
図
で
提
言

さ
れ
た
の
か
、
そ
の
背
景
は
何
な
の
か
と
い
っ
た
内
面
的
な
も
の
に
な
る
と
総
合
的
な
情
報
分
析
力
が
要
求
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
を

政
策
に
反
映
さ
せ
る
と
な
る
と
実
は
企
画
の
問
題
が
伴
っ
て
く
る
（
5
）

。
し
た
が
っ
て
、
広
聴
結
果
は
企
画
・
政
策
立
案
と
の
関
連
が
非
常
に

深
い
も
の
で
あ
り
、
こ
の
情
報
分
析
が
正
し
く
な
さ
れ
な
い
、
あ
る
い
は
曖
昧
な
ま
ま
で
あ
れ
ば
、
広
報
は
お
ろ
か
、
実
は
政
策
、
行
政

の
根
底
は
崩
れ
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
、
解
決
が
求
め
ら
れ
て
い
る
問
題
や
、
社
会
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
そ
の
問
題
や
ニ
ー
ズ
の

生
ま
れ
た
原
因
や
背
景
を
整
理
す
る
こ
と
が
行
政
の
役
割
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
る
も
の
が
政
策
課
題
な
の
で
あ
る
。

こ
の
設
定
に
あ
た
っ
て
は
、
行
政
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
す
べ
き
か
の
判
断
、
そ
し
て
そ
の
政
策
案
の
策
定
や
選
択
、
あ
る
い
は
効
率

的
分
析
が
含
ま
れ
る
が
、
こ
れ
ら
も
も
ち
ろ
ん
広
報
内
容
と
し
て
も
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
行
政
活
動
と
広
報
と
は
大
き

一
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な
関
連
が
あ
り
、
ま
さ
に
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
領
域
で
、
い
か
に
広

聴
と
広
報
を
関
連
さ
せ
つ
つ
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
か
が
大
き
な

問
題
と
考
え
る
。

⑶　

民
間
組
織
事
例
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
（
7
）
）

従
来
、
わ
が
国
の
行
政
に
お
い
て
は
、
縦
割
り
行
政
の
弊
害
が
指
摘

さ
れ
、
予
算
や
人
事
な
ど
に
お
け
る
硬
直
し
た
資
源
の
配
分
に
つ
い
て

課
題
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
、
総
合
的
な
政
策
の
企
画
・
立
案

機
能
等
の
調
整
機
能
を
有
す
る
組
織
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
調
整
・
是

正
さ
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
そ
の
た
め
の
仕
組
み
が
ど
の
よ
う
に
整

備
さ
れ
て
い
る
の
か
分
析
・
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
調
整
機
能
が
ど

の
よ
う
に
発
揮
さ
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
官
房
を
中
心
に
研
究
が
行

わ
れ
て
き
た
（
8
）

。

そ
う
し
た
中
、
民
間
企
業
に
お
い
て
は
、
各
組
織
を
総
合
的
に
調
整

す
る
部
門
（
例
え
ば
、
事
業
ご
と
の
本
部
制
を
敷
い
て
い
る
場
合
（
縦
割
り
）、

こ
れ
ら
各
本
部
の
上
位
に
位
置
す
る
統
括
本
部
を
設
け
総
合
調
整
を
行
っ
て
い

る
（
横
割
り
）
企
業
等
）
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
組
織
が
企
業
内
に
お

表－ 4　今後、行政情報の入手先として希望するメディア（ 3つまで選択）（ 6）

（出所） 　福島大学災害復興研究所編『平成23年度　双葉 8か町村災害復興実態

調査　基礎集計報告書（第 2版）』、p.49
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い
て
ど
の
よ
う
に
調
整
機
能
を
発
揮
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
実
態
を
調
査
す
る
こ
と
に
よ
り
、
行
政
に
お
け
る
調
整
組
織
の
在
り
方
、
特

に
横
割
り
の
機
能
を
検
討
す
る
こ
と
は
有
用
と
考
え
る
。

民
間
企
業
は
、
経
営
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
特
に
利
潤
を
追
求
す
る
目
的
で
、
そ
の
企
業
内
構
成
員
の
意
思
疎
通
を
図
り
な
が
ら
、

協
働
す
る
体
系
を
構
成
し
て
い
く
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
務
の
明
確
化
を
図
り
、
そ
れ
に
伴
う
権
限
や
責
任
を
割
り
当
て
、
相

互
間
の
諸
関
係
を
調
整
・
規
定
し
、
意
思
疎
通
を
図
り
な
が
ら
個
々
と
全
体
の
調
整
を
と
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、

民
間
企
業
に
お
い
て
、
た
だ
競
争
原
理
を
働
か
せ
て
い
く
だ
け
で
は
な
く
、
行
政
と
同
じ
く
総
合
調
整
を
行
う
必
要
性
も
あ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
民
間
企
業
で
あ
る
が
、
現
在
、
経
営
環
境
の
変
化
に
伴
い
、
組
織
の
活
性
化
、
動
態
的
組
織
形
態
へ
の
変
化
が
要

請
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
な
要
請
の
理
由
と
し
て
は
以
下
の
六
つ
の
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
。

●　

顧
客
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
。

●　

高
度
化
に
よ
っ
て
多
品
種
少
量
型
の
独
自
性
の
高
い
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
も
と
め
ら
れ
る
。

●　

企
業
間
競
争
が
激
し
く
な
る
に
つ
れ
経
営
に
ス
ピ
ー
ド
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

●　

従
業
員
の
就
業
意
識
の
変
化
と
し
て
、
仕
事
に
新
た
な
や
り
が
い
を
求
め
る
「
自
己
実
現
」
の
欲
求
が
高
ま
っ
て
い
る
。

●　

業
務
内
容
の
複
雑
化
に
よ
り
、
効
率
的
な
組
織
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

●　

情
報
技
術
の
進
展
に
よ
っ
て
オ
フ
ィ
ス
の
情
報
化
が
進
み
、
新
た
な
組
織
運
営
も
可
能
に
な
っ
て
き
た
。

こ
れ
は
企
業
組
織
全
体
と
し
て
、「
組
織
内
外
の
総
合
調
整
を
行
う
必
要
性
」
の
要
請
と
考
え
ら
れ
、
こ
う
し
た
状
況
下
で
、
現
在
、
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民
間
企
業
に
お
け
る
調
整
機
能
も
従
来
の
も
の
か
ら
変
化
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
一
例
と
し
て
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
を
検
討
す
る
。

①　

調
整
組
織
と
し
て
の
経
営
企
画
部

民
間
企
業
の
調
整
に
は
、「
全
社
的
な
戦
略
に
対
す
る
、
社
内
あ
る
い
は
企
業
グ
ル
ー
プ
内
組
織
間
の
調
整
」
と
、「
対
立
社
内
組
織
間

の
調
整
あ
る
い
は
行
司
役
」
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
中
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
場
合
、
調
整
役
は
経
営
企
画
部
に
な
る
か
も
し
れ
な
い

と
い
う
見
解
が
あ
る
。

こ
の
経
営
企
画
部
の
職
務
は
、
会
社
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
を
含
め
、
一
般
的
役
割
と
し
て
、「
中
期
経
営
計
画
の
策

定
」・「
企
業
・
事
業
戦
略
の
作
成
」・「
企
業
に
よ
っ
て
違
う
が
、
予
算
管
理
（
予
算
編
成
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）」・「
経
済
分
析
」
を
担
当
し

て
い
る
。
ま
た
最
近
で
は
、「
設
備
投
資
の
経
済
性
評
価
」
を
行
な
う
こ
と
も
多
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
こ
れ
は
従
来
、
技
術
担
当
が

行
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
最
近
で
は
経
営
企
画
部
で
行
な
う
こ
と
も
多
く
な
っ
た
ら
し
い
。
こ
の
よ
う
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
な
ど
は
、

経
営
企
画
部
に
大
き
な
役
割
を
負
わ
せ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
職
務
が
総
合
調
整
を
し
て
い
る
と
い
う
見
方
が
で
き
る
。

こ
の
組
織
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
な
っ
て
か
ら
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
の
電
電
公
社
時
代
は
、
総
裁
室
の
主
計
局
や
計
画
局
の

影
響
力
が
強
か
っ
た
。
経
営
企
画
部
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
間
の
委
員
会
の
調
整
ま
で
行
っ
て
お
り
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
経
営
戦
略
の

プ
ロ
セ
ス
（
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
：
部
署
間
の
委
員
会
↓
戦
略
委
員
会
↓
経
営
戦
略
会
議
（
決
定
））
の
ほ
と
ん
ど
に
関
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
に
は
、
地
域
ド
コ
モ
が
あ
り
、
こ
の
地
域
ド
コ
モ
全
て
に
経
営
企
画
部
が
あ
り
、
地
域
ド
コ
モ
グ
ル
ー
プ
社
長
＋
本
社
社

長
の
会
議
（
社
長
会
）
で
も
、
経
営
企
画
部
が
関
わ
り
、
本
社
経
営
企
画
部
が
中
心
と
な
り
、
そ
の
事
務
局
を
担
当
し
て
い
る
。

従
来
、
行
政
と
民
間
企
業
の
共
通
部
分
と
し
て
行
政
の
官
房
組
織
は
、
企
業
の
総
務
部
と
似
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
違
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う
状
況
で
あ
る
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
場
合
、
総
務
部
は
リ
ス
ク
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
当
し
て
お
り
、
会
社
の
評
判
な
ど
に
関
す
る
こ
と

が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
現
在
は
総
務
部
か
ら
法
務
部
が
独
立
し
、
全
体
の
経
営
戦
略
の
た
め
の
業
務
を
行
う
部
門
と
し
て
、
経

営
企
画
部
が
存
在
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
民
間
企
業
の
場
合
は
、
予
算
と
い
う
よ
り
も
業
務
計
画
が
中
心
で
あ
り
、
経
営
管
理
の
側
面
が

強
く
、
こ
れ
を
行
っ
て
い
る
の
が
経
営
企
画
部
で
あ
る
。
銀
行
な
ど
で
は
、
非
常
に
経
営
企
画
部
の
影
響
力
が
強
く
、
あ
る
銀
行
は
会
長

な
ど
の
直
属
機
関
と
し
て
、
そ
の
影
響
力
を
発
揮
し
て
い
る
と
い
う
事
例
も
あ
る
。
た
だ
し
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
現

在
で
も
予
算
と
し
て
、
財
政
課
や
経
理
部
が
中
心
と
な
っ
て
管
理
し
て
い
る
企
業
も
存
在
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
。

経
営
企
画
部
は
、
ま
さ
に
経
営
企
画
・
全
体
の
戦
略
（
9
）

を
考
え
る
組
織
で
あ
り
、
優
秀
な
人
材
を
集
め
て
い
る
。
実
際
に
調
整
を
行
う
場

合
、
年
次
も
あ
る
が
、
年
次
だ
け
で
働
き
か
け
る
の
で
は
な
く
、
将
来
的
に
全
体
の
経
営
計
画
を
担
い
う
る
人
材
を
中
心
に
集
め
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
経
営
企
画
部
で
は
、
専
門
的
な
能
力
が
な
い
と
務
ま
ら
ず
、
経
営
企
画
部
を
経
験
し
た
人
材
が
、
会
社
の
中
核
的
な
人
間

に
な
り
、
そ
う
し
た
専
門
性
が
企
業
に
と
っ
て
現
在
要
求
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
最
近
で
は
、
戦
略
的
な
経
営
が
必
要
と
な
り
、
重
要

性
は
増
し
て
い
る
傾
向
に
あ
る
。

経
営
企
画
と
い
う
部
署
は
、
各
会
社
・
業
種
に
よ
っ
て
違
う
が
、
共
通
部
分
と
し
て
は
、
自
ら
の
デ
ー
タ
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
他
の
部

署
の
デ
ー
タ
に
依
存
し
つ
つ
業
務
を
行
う
た
め
、
そ
の
意
味
で
根
無
し
草
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
の

デ
ー
タ
が
重
要
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
他
の
部
署
と
の
調
整
に
関
わ
る
場
合
、
部
署
間
で
調
整
が
で
き
れ
ば
良
い
が
、
で
き
な
い
場
合
、

経
営
企
画
部
が
会
議
体
を
開
き
、
調
整
に
あ
た
る
。
そ
の
調
整
の
基
に
な
る
も
の
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
他
部
署
の
デ
ー
タ
で
あ
り
、
そ
の
全

デ
ー
タ
が
入
っ
て
い
る
の
が
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
経
営
情
報
シ
ス
テ
ム
（
10
）

で
あ
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
管
理
は
財
務
部
が
行
っ
て
お
り
、
通
常

は
権
限
に
よ
っ
て
ア
ク
セ
ス
制
限
さ
れ
て
い
る
が
、
経
営
企
画
部
の
み
、
全
デ
ー
タ
を
見
る
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
点
か

一
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ら
も
、
経
営
企
画
部
の
役
割
は
明
確
で
あ
り
、
全
体
の
戦
略
骨
子
を
つ
く
る
と
い
う
責
任
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
で
は
、
全
体
の
中
・
長
期
の
企
画
立
案
及
び
進
行
管
理
を
経
営
企
画
部
が
担
当
し
、
経
過
途
中
で
調
整
し
て
い

る
。
単
年
度
の
経
営
計
画
も
作
成
し
て
い
る
が
、
単
年
度
に
関
す
る
管
理
は
財
務
部
が
行
っ
て
い
る
。

②　

現
場
・
外
部
関
係

経
営
企
画
部
は
、
大
枠
の
経
営
戦
略
を
作
成
す
る
が
、
経
営
企
画
部
だ
け
で
は
決
定
で
き
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
い
か
に
、
現
場
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
作
り
、
努
力
を
す
る
か
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
点
で
、
経
営
企
画
部
に
と
っ
て
各
部
署
の
デ
ー
タ
は
も

と
よ
り
現
場
を
知
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
、
そ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
で
は
、
経
営
企
画
部
に
配
属
が
決
ま
っ
て
か
ら
、

各
支
店
・
販
売
店
な
ど
を
実
際
に
体
験
し
、
顧
客
と
の
関
係
を
実
際
に
目
で
見
る
と
い
う
こ
と
も
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
、

実
際
の
組
織
外
部
の
存
在
で
あ
る
顧
客
と
の
関
係
や
声
を
聴
く
重
要
性
を
認
識
さ
せ
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
携
帯

電
話
会
社
で
は
、
た
だ
携
帯
電
話
の
販
売
台
数
が
問
題
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
確
か
に
、
携
帯
電
話
の
販
売
台
数

は
重
要
で
あ
る
が
、
顧
客
の
声
と
し
て
重
要
に
な
る
こ
と
が
、
通
話
の
質
や
つ
な
が
り
や
す
さ
と
い
う
点
で
あ
る
。
つ
な
が
り
や
す
さ
に

関
し
て
は
、
会
社
独
自
で
も
調
査
は
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
基
準
は
未
だ
各
携
帯
電
話
会
社
で
バ
ラ
つ
き
が
あ
る
（
こ
の
点
に
関
し
て
は
、

今
年
度
中
に
総
務
省
で
測
定
法
や
測
定
機
関
に
つ
い
て
の
方
針
を
決
め
、
業
界
団
体
で
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
定
め
る
。
来
年
度
を
目
処
に
統
一
表
示
を
実
施

に
移
す
と
し
て
い
る
）。
こ
の
場
合
、
実
際
に
重
要
と
な
る
の
が
顧
客
の
声
で
あ
る
。
例
え
ば
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
で
は
、「
聞
か
せ
て
！
ド
コ

モ
の
電
波
状
況
」
と
い
う
形
で
情
報
収
集
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
情
報
を
基
に
、
ど
こ
に
ア
ン
テ
ナ
基
地
局
を
設
置
す
れ
ば
良
い
か
の

検
討
が
行
わ
れ
、
つ
な
が
り
や
す
さ
及
び
今
後
の
エ
リ
ア
拡
大
の
戦
略
に
つ
な
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
ア
ン
テ
ナ
基
地
局
で
あ
る
が
、
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簡
単
に
作
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
単
に
既
存
の
高
い
所
に
ア
ン
テ
ナ
を
設
置
す
る
場
合
と
、
基
地
局
と
し
て
鉄
塔
な
ど
を
建
て

な
け
れ
ば
い
け
な
い
場
合
な
ど
が
あ
る
。
特
に
、
こ
の
鉄
塔
を
建
て
る
場
合
は
、
い
わ
ば
鉄
塔
を
建
て
る
材
料
を
作
る
必
要
が
あ
る
の
と

同
時
に
、
建
て
る
場
所
の
選
定
と
場
所
の
交
渉
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
販
売
台
数
だ
け
を
伸
ば
し
て
も
、
つ
な
が
る

状
況
ま
で
に
は
時
間
が
か
か
り
、
結
果
と
し
て
顧
客
に
は
サ
ー
ビ
ス
低
下
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
場

合
、
ア
ン
テ
ナ
設
置
の
現
場
・
鉄
塔
の
製
造
・
ア
ン
テ
ナ
の
数
・
販
売
台
数
な
ど
と
顧
客
の
声
を
連
動
・
調
整
さ
せ
て
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ

全
体
と
し
て
の
戦
略
が
必
要
と
な
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
場
合
の
調
整
に
お
い
て
は
、
経
営
企
画
部
が
戦
略
委
員
会
で
、
顧
客
か
ら
の
情
報
、
交
渉
現
場
、
鉄
塔
の
製
造
状
況
な
ど
も

含
め
、
関
係
部
署
同
士
の
調
整
を
議
題
と
し
て
提
案
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
合
わ
せ
て
経
営
企
画
部
主
導
で
グ
ル
ー
プ
を
作
る
こ
と
も

あ
る
。
ま
た
、
外
部
か
ら
の
指
示
や
決
定
、
あ
る
い
は
上
位
か
ら
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
降
り
て
き
た
指
示
や
決
定
の
よ
う
な
課
題
に
対
す
る

対
応
に
つ
い
て
も
経
営
企
画
部
が
担
当
し
て
お
り
、
前
述
の
、
今
後
の
つ
な
が
り
の
測
定
方
法
や
基
準
な
ど
を
総
務
省
が
決
定
し
て
い
く

場
合
、
監
督
官
庁
で
あ
る
総
務
省
へ
の
対
応
も
、
経
営
企
画
部
内
に
あ
る
企
画
調
整
室
と
い
う
専
門
部
署
が
担
当
し
て
い
く
。
こ
の
よ
う

に
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
で
は
、
そ
の
業
務
特
性
、
す
な
わ
ち
そ
れ
ぞ
れ
事
業
部
は
存
在
し
つ
つ
も
、
お
互
い
に
関
連
し
な
が
ら
全
体
の
経
営

が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
特
性
を
反
映
し
、
そ
の
中
で
の
経
営
企
画
部
に
大
き
な
役
割
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
経
営
企
画
部
に
は
、

よ
り
現
場
・
外
部
関
係
を
知
る
必
要
性
が
あ
る
。
実
際
に
あ
る
メ
ー
カ
ー
で
は
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
や
バ
ラ
ン
ス
・
ス
コ
ア
カ
ー
ド
を
使
う
場
合
、

現
場
を
知
ら
な
い
企
画
部
が
作
っ
た
も
の
は
反
発
を
受
け
て
、
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
事
例
が
あ
る
。
逆
に
、
現
場
（
品
質
管
理
部
な
ど
）

に
任
せ
て
指
標
を
つ
く
っ
た
と
こ
ろ
は
う
ま
く
い
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
今
後
ま
す
ま
す
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
及
び
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
が
増
し
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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こ
の
経
営
企
画
部
の
よ
う
な
組
織
を
行
政
に
導
入
す
る
場
合
、
第
一
に
現
場
と
う
ま
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
第
二
に
縦
割

り
の
調
整
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
現
場
を
知
り
、
横
串
を
入
れ
る
組
織
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
行
政
組
織
な
ら
ば

ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
組
織
と
原
課
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
い

か
に
構
築
す
る
か
が
問
題
と
な
り
、
い
か
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
る
か
、
あ
る
い
は
そ
う
し
た
努
力
を
す
る
か
が

大
き
な
課
題
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
取
り
組
み
は
、
自
社
の
実
態
を
分
析
し
、
明
確
な
経
営
目
的
の
も
と
で
の
将
来
的
な
経
営

戦
略
や
人
材
戦
略
を
踏
ま
え
て
決
定
し
て
い
く
も
の
で
あ
り
、
経
営
環
境
や
企
業
の
規
模
、
事
業
内
容
等
の
変
化
に
応
じ
て
、
企
業
組
織

の
形
態
を
変
革
さ
せ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

確
か
に
各
企
業
の
特
色
の
違
い
は
あ
る
が
、
共
通
点
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
化
、

す
な
わ
ち
情
報
の
取
り
扱
い
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
命
令
と
管
理
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
新
し
い
モ
デ
ル
と
も
関
連
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。『
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
・
オ
ブ
・
ワ
ー
ク
（
11
）

』
で
は
、
新
し
い
モ
デ
ル
と
し
て
、〔
命
令
と
管
理
〕
か
ら
、〔
調
整
と
育
成
〕

＋
協
力
へ
移
行
す
る
必
要
性
が
強
調
さ
れ
、
こ
の
二
つ
は
対
極
に
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
〔
調
整
と
育
成
〕
は
、〔
命
令
と
管
理
〕

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
徹
底
し
た
集
中
化
か
ら
徹
底
し
た
分
散
化
に
い
た
る
、
あ
ら
ゆ
る
経
営
管
理
手
法
を
包
む
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に

は
、
調
整
と
育
成
の
観
点
か
ら
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
考
え
、
古
い
集
中
化
で
は
な
く
、
新
し
い
集
中
化
モ
デ
ル
を
考
案
す
る
必
要
性
を
述
べ

て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
重
要
と
な
る
も
の
が
Ｉ
Ｔ
で
あ
り
、
こ
れ
を
う
ま
く
使
用
す
る
こ
と
で
、
状
況
を
的
確
に
把
握
し
、
変
化
に

応
じ
て
分
散
化
の
度
合
い
や
形
態
を
柔
軟
に
対
応
さ
せ
る
能
力
の
必
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
実
際
に
は
、
こ
の
能
力
を
必
要
と
さ
れ
る

人
物
（
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
組
織
に
変
え
て
機
能
さ
せ
る
こ
と
も
可
能
で
は
な
か

一
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ろ
う
か
。
そ
し
て
、
こ
の
調
整
こ
そ
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
で
の
「
道
筋
づ
く
り
」
と
考
え
る
。

民
間
企
業
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
営
戦
略
で
そ
の
状
況
に
応
じ
て
、
法
律
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
組
織
改
編
が
可
能
で
あ
る
。
一
方
、
行

政
に
関
し
て
は
そ
う
は
い
か
な
い
。
し
か
し
、
あ
る
範
囲
で
民
間
の
良
い
部
分
を
適
用
で
き
る
可
能
性
は
あ
る
。
今
後
は
企
業
と
同
じ
く
、

分
散
化
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
部
分
は
分
散
化
さ
せ
、
新
た
な
集
中
化
に
よ
る
横
串
を
入
れ
る
組
織
、
す
な
わ
ち
新
た
な
集
中
化
に
よ
る
総

合
調
整
も
必
要
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
意
味
で
、
専
門
家
の
育
成
と
、
今
後
の
民
間
企
業
の
動
向
、
特
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
組
織
の
集
中
化
の
構
築
を
見
守
り
、
参
考
に
す
る
必
要
性
も
あ
る
と
考
え
る
。

⑷　

行
政
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
の
課
題

一
方
、
行
政
の
現
在
を
見
て
み
る
と
、
①
日
常
的
な
行
政
業
務
運
営
上
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
②
組
織
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
伴
う
横
断
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
③
政
策
課
題
に
関
す
る
政
策
の
形
成
過
程
の
部
分
を
構
成
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
三

つ
に
基
づ
き
考
察
す
る
と
、
担
当
部
局
が
把
握
す
る
事
実
や
既
に
決
ま
っ
た
施
策
に
つ
い
て
は
、
行
政
か
ら
市
民
へ
一
方
的
に
情
報
が
発

信
さ
れ
、
ま
た
、
発
信
媒
体
や
手
続
が
あ
る
程
度
既
定
化
さ
れ
、
効
率
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
方
、
ど
う
い
っ
た

情
報
を
伝
え
る
べ
き
か
、
ど
の
情
報
（
施
策
）
を
優
先
的
に
発
信
す
べ
き
か
、
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
、
各
担
当
部
局
を
越
え
て
検
討
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
は
あ
ま
り
な
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
政
策
の
策
定
段
階
に
お
い
て
、
市
民
か
ら
の
意
見
を
聞
く
機
会
を
設
け
政
策
に
反
映
さ
せ
る
、
あ
る
い
は
、
議
論
の
過
程
を
公

開
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
市
民
の
行
政
へ
の
参
加
に
よ
っ
て
行
政
へ
の
理
解
を
求
め
る
と
い
う
活
動
が
一
部
に
お
い
て
試
行
さ
れ
て
い
る

が
、
よ
り
成
熟
し
た
仕
組
み
と
改
善
が
必
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
にP

ublic R
elations

（
以
下
Ｐ
Ｒ
）
と
い
う
考
え
方
が
重
要
に
な

一
三
二



行
政
広
報
の
現
代
的
課
題
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
（
岩
井
）

（
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り
、
日
本
の
行
政
広
報
の
課
題
が
あ
る
。

Ｐ
Ｒ
は
、
組
織
体
と
パ
ブ
リ
ッ
ク
の
間
に
構
築
・
維
持
さ
れ
る
関
係
性
を
取
り
扱
う
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
関
係
性
は
、
絶
え

間
な
く
変
化
す
る
環
境
の
中
に
あ
り
、
い
わ
ば
組
織
体
と
他
者
と
の
相
互
依
存
関
係
に
関
わ
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
Ｐ
Ｒ
は
、
日
本
の
従

来
型
行
政
広
報
と
い
う
捉
え
方
で
は
な
く
、
そ
の
役
割
は
組
織
体
を
取
り
巻
く
環
境
変
化
に
合
わ
せ
て
調
整
・
対
応
で
き
る
よ
う
に
組
織

全
体
を
支
援
し
て
い
く
役
割
を
持
つ
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
現
在
の
行
政
広
報
に
は
、「
⑴
相
互
に
依
存
す
る
社
会
か
ら
課
せ
ら
れ
る
多

く
の
社
会
的
責
任
を
引
き
受
け
、
⑵
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
が
増
大
す
る
中
に
あ
っ
て
、
多
く
の
場
合
、
距
離
感
と
多
様
性
の
あ
る
パ
ブ
リ
ッ

ク
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
⑶
社
会
と
一
体
化
す
る
こ
と
を
目
指
す
（
12
）

」
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
こ

で
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
①
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
け
る
Ｐ
Ｒ
思
考
の
出
発
点
を
示
す
。
②
専
門
ス
タ
ッ
フ
機
能
と
し
て
の
Ｐ
Ｒ
の
成
長
の
説
明

を
す
る
。
③
経
営
層
と
専
門
性
を
も
つ
実
務
家
の
双
方
が
目
指
す
目
的
に
つ
い
て
言
及
す
る
（
13
）

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
行
政
が
環

境
変
化
へ
対
応
し
、
調
整
・
適
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
環
境
要
素
を
解
釈
し
、
組
織
体
の
変
化
や
対
応
策
に
関
す
る
戦
略
を
策
定
す
る

た
め
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
（
14
）

と
経
営
層
と
が
協
働
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

行
政
管
理
に
お
い
て
、
組
織
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
組
織
内
部
を
限
定
し
て
考
察
す
る
か
（
閉
鎖
モ
デ
ル
）、

そ
れ
と
も
組
織
と
組
織
を
取
り
巻
く
環
境
と
の
関
係
で
考
察
す
る
か
（
開
放
モ
デ
ル
）
と
い
っ
た
点
で
捉
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
現

在
は
そ
の
両
者
を
い
か
に
統
合
し
て
い
く
か
が
課
題
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
閉
鎖
・
開
放
モ
デ
ル
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
Ｐ
Ｒ
の
捉
え

方
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、「
ク
ロ
ー
ズ
ド
・
シ
ス
テ
ム
（
役
人
的
）・
モ
デ
ル
を
実
践
す
る
Ｐ
Ｒ
は
、
環
境
へ
向
け

て
変
化
を
与
え
る
取
り
組
み
を
行
う
一
方
で
、
組
織
内
で
は
現
状
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
（
15
）

」。
そ
し
て
こ
こ
で
は
、
仮
に
行
政
が
愛
さ
れ

て
い
れ
ば
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
は
行
政
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
吸
収
し
続
け
る
と
い
う
仮
説
に
立
っ
て
い
る
。
こ
れ
で
は
ま
さ
に
「
や
り
っ
ぱ
な
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し
広
報
」
で
あ
る
。
一
方
、「
Ｐ
Ｒ
が
動
態
的
環
境
に
調
整
・

適
応
し
て
よ
う
と
す
る
組
織
戦
略
の
一
部
に
組
み
込
ま
れ
る
と
、

そ
の
Ｐ
Ｒ
実
務
は
、
オ
ー
プ
ン
・
シ
ス
テ
ム
（
機
能
的
）・
モ
デ

ル
を
反
映
し
た
も
の
に
な
る
（
16
）

」。

こ
の
オ
ー
プ
ン
・
シ
ス
テ
ム
・
ア
プ
ロ
ー
チ
を
Ｐ
Ｒ
に
適
用

す
る
た
め
に
は
、「
組
織
体
と
対
象
と
な
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
の
関

係
に
影
響
が
及
ぶ
変
化
を
予
兆
・
発
見
す
る
意
図
を
も
っ
て
環

境
へ
の
監
視
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
オ
ー
プ
ン
・
シ
ス
テ
ム
・

ア
プ
ロ
ー
チ
に
従
う
な
ら
ば
、
Ｐ
Ｒ
は
、
組
織
体
の
方
針
や
手

続
き
、
行
動
な
ど
に
よ
っ
て
相
互
に
影
響
や
関
係
性
が
生
じ
る

特
定
さ
れ
た
対
象
パ
ブ
リ
ッ
ク
に
対
し
、
選
択
的
か
つ
細
心
の

注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
Ｐ
Ｒ
の
オ
ー
プ
ン
・
シ
ス

テ
ム
・
モ
デ
ル
は
、
対
象
パ
ブ
リ
ッ
ク
や
他
の
環
境
の
力
、
組

織
内
の
力
を
モ
ニ
タ
ー
す
る
た
め
の
リ
サ
ー
チ
・
ス
キ
ル
を
要

す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
オ
ー
プ
ン
・
シ
ス
テ
ム
の
Ｐ
Ｒ
は
、

組
織
内
の
修
正
行
動
を
開
始
し
、
内
部
と
外
部
の
対
象
パ
ブ

リ
ッ
ク
の
知
識
や
傾
向
、
言
動
な
ど
に
影
響
を
及
ぼ
す
た
め
に

図－ 1　ＰＲのオープン・システム・モデル

（出所） 　スコット・Ｍ・カトリップス、アレン・Ｈ・センター、グレン・Ｍ・

ブルーム著、日本広報学会監修『体系パブリックリレーションズ』、p.231
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井
）

（
六
五
一
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直
接
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
・
指
揮
す
る
能
力
を
持
っ
て
い
る
。
求
め
る
成
果
は
、
組
織
体
と
対

象
パ
ブ
リ
ッ
ク
の
相
互
利
益
が
反
映
し
た
目
的
の
維
持
ま
た
は
達
成
で
あ
る
。
相
互
利
益
に
反

す
る
事
項
を
発
見
し
た
ら
、
そ
れ
ら
が
課
題
や
問
題
と
な
る
前
に
変
更
ま
た
は
排
除
す
る
。
積

極
的
な
修
正
行
動
は
、
Ｐ
Ｒ
の
オ
ー
プ
ン
・
シ
ス
テ
ム
・
モ
デ
ル
が
主
要
で
最
大
の
有
益
な
側

面
で
あ
る
（
17
）

」。
つ
ま
り
、
組
織
が
オ
ー
プ
ン
・
シ
ス
テ
ム
の
Ｐ
Ｒ
を
採
用
す
る
と
、
組
織
体
と

対
象
パ
ブ
リ
ッ
ク
の
関
係
を
調
整
・
適
応
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
絶
え
間
な
く
変
化
す

る
環
境
の
中
で
関
係
維
持
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。

協
働
を
手
掛
か
り
に
、
齋
藤
は
伝
統
的
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
（
公
共
政
策
）
モ
デ
ル
を

説
明
し
て
、「
自
治
体
が
サ
ー
ビ
ス
の
送
り
手
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
住
民
は
受
け
手
で
あ
っ

て
、
そ
の
住
民
か
ら
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
受
け
、
再
度
サ
ー
ビ
ス
が
自
治
体
に
よ
っ
て
住
民
に

提
供
さ
れ
る
の
が
一
般
的
な
構
図
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
コ
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
伝

統
的
な
モ
デ
ル
を
残
し
な
が
ら
も
、
新
た
に
住
民
と
自
治
体
と
の
協
働
領
域
が
生
ま
れ
、
そ
の

シ
ス
テ
ム
の
中
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
送
り
手
と
受
け
手
が
同
一
に
な
る
（
18
）

」
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
重
要
な
こ
と
と
し
て
、「
重
複
部
分
が
大
き
い
ほ
ど
、
コ
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
が
広
が

る
こ
と
で
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
評
価
と
、
そ
れ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
過
程
が
、
内
在
的
、
つ
ま

り
、
サ
ー
ビ
ス
の
受
け
手
は
送
り
手
と
な
っ
て
、
自
ら
を
評
価
す
る
と
い
う
関
係
が
成
り
立
つ

と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
19
）

」
と
指
摘
す
る
。
こ
の
考
え
方
は
、
パ
ワ
ー
を
も
っ
て
市
民
を
統
制
す

図－ 2　公共サービスの供給モデル

（出所） 　齋藤友之「共同システム構造と特質」、埼玉大学社会調査研究センター

『政策と調査　第 1号』、p.39
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る
、
あ
る
い
は
従
属
関
係
を
つ
く
る
も
の
で
は
な
く
、
い
か
に
イ
コ
ー
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
行
政
・
市
民
の
良
き
関
係
を
作
る
か
が

重
要
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
場
合
の
関
係
性
の
強
化
は
、
イ
コ
ー
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
共
同
で
互
い
の
強
い

点
を
出
し
合
い
、
シ
ナ
ジ
ー
効
果
を
活
か
し
、
責
任
と
信
頼
に
基
づ
い
た
地
域
の
機
能
開
発
と
発
展
を
実
現
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
、
さ
ら

に
大
き
な
両
者
の
成
長
と
末
端
の
市
民
満
足
を
引
き
出
す
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
行
動
が
協
働
で
あ
り
、
信
頼

関
係
を
前
提
と
し
た
、
地
域
の
形
成
主
体
で
あ
る
行
政
・
市
民
が
、
自
ら
の
地
域
の
価
値
実
現
の
機
能
を
お
互
い
に
発
揮
す
る
も
の
で
あ

る
。こ

う
し
た
行
政
・
市
民
の
イ
コ
ー
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の
協
働
が
成
立
す
る
た
め
の
条
件
と
し
て
、
田
尾
は
次
の
五
つ
を
あ
げ
る
（
20
）

。

①　

市
民
の
参
加
が
も
っ
と
も
基
本
的
な
前
提
で
あ
る
。

②　

そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
前
向
き
の
、
建
設
的
な
参
加
で
あ
る
。

③　

協
働
（cooperation

）
で
あ
る
の
は
当
然
で
、
応
諾
（com

pliance

）
や
慣
習
（habit

）
に
よ
る
参
加
で
は
な
い
。

④　

受
け
身
で
は
な
く
積
極
的
な
（active

）
参
加
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
な
行
為
を
前
提
と
し
て
い
る
。

⑤　

も
っ
と
も
重
要
な
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
関
係
は
個
人
や
特
定
の
団
体
と
の
間
で
成
り
立
つ
の
で
は
な
い
。
集
合
的
な

（collective

）
関
係
が
あ
り
、
そ
れ
が
制
度
的
に
成
り
立
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
個
人
的
な
協
働
生
産
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
市
民

的
な
義
務
（civic duty

）
と
何
ら
か
わ
る
こ
と
が
な
い
。
し
か
し
、
特
定
団
体
と
の
協
働
生
産
で
あ
れ
ば
、
癒
着
が
形
成
さ
れ
る
こ

と
も
少
な
く
な
い
。
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図－ 3　行政のコミュニケーション戦略組織

（出所）　筆者作成

図－ 4　市民協働における行政広報

（出所）　図－ 2を筆者が加筆・修正
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そ
こ
で
こ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
は
、
ま
ず
「
価
値
の
共
有
」
が
重
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
価
値
の
共
有
」
が
大
き
な
課
題
で

あ
り
、
一
体
、
行
政
・
市
民
双
方
に
と
っ
て
価
値
あ
る
も
の
は
何
な
の
か
が
問
わ
れ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
行
政
広
報
に
よ
る
協
働
づ
く
り
、

す
な
わ
ち
自
治
体
や
地
域
に
と
っ
て
の
大
切
な
「
価
値
」
を
創
造
し
て
い
く
必
要
性
が
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
た
め
に
は
、
行
政
広
報
の
一

連
の
流
れ
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
考
え
、
市
民
協
働
づ
く
り
に
役
立
て
る
仕
組
み
を
作
る
こ
と
、
そ
し
て
、

従
来
か
ら
の
行
政
広
報
手
法
か
ら
脱
し
、
伝
え
る
こ
と
の
重
要
性
・
聴
く
こ
と
の
重
要
性
を
実
践
し
、
よ
り
高
度
化
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
機
能
の
一
部
で
あ
る
と
い
う
理
解
を
も
っ
て
広
報
を
理
解
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
を

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
組
織
・
機
能
を
検
討
し
、
い
か
に
「
道
筋
づ
く
り
」
を
す
る
か
を
考
え
る
必
要
性
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
場
合
、

「
行
政
と
住
民
と
の
相
互
学
習
と
互
い
の
期
待
を
修
正
す
る
こ
と
、
両
者
が
対
等
だ
と
い
っ
て
も
、
最
終
的
な
責
任
は
、
行
政
が
負
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
留
意
が
必
要
で
あ
り
（
21
）

」、
さ
ら
に
市
民
も
自
ら
の
責
任
を
自
覚
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
し
て
さ
ら
に
今
後
は
、
行
政
広
報
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
に
と
ど
ま
ら
ず
、
行
政
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
連
動
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
を
い
か
に
作
っ
て
い
く
か
も
大
き
な
問
題
で
あ
り
、
既
存
の
仕
組
み
に
と
ど
ま
る
の
で
は
な
く
、
現
在
の
行
政

環
境
変
化
に
対
応
す
る
行
動
変
化
を
行
政
が
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

実
際
に
、
兵
庫
県
の
協
働
の
主
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
見
る
な
ら
ば
、
活
用
事
業
と
し
て
広
報
の
数
が
圧
倒
的
に
多
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ

に
協
働
づ
く
り
に
役
立
つ
行
政
広
報
の
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
今
後
、
特
に
こ
れ
か
ら
の
地
域
経
営
の
要
と

な
っ
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
方
で
こ
の
調
査
の
結
果
の
課
題
と
し
て
、「
参
画
と
協
働
の
趣
旨
や
必
要
性
は
理
解
し
て
い
る
も
の
の
、
ノ
ウ
ハ

ウ
や
現
場
経
験
の
不
足
か
ら
、
具
体
的
に
事
業
に
ど
う
取
り
入
れ
て
い
け
ば
よ
い
の
か
が
わ
か
ら
ず
、
戸
惑
っ
て
い
る
職
員
の
姿
が
浮
か

一
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行
政
広
報
の
現
代
的
課
題
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
（
岩
井
）

（
六
五
五
）

表－ 5　協働の主要チャンネル

主なチャンネル 活用事業数 割　　　合

広報 434 45.1％

協議会、運営委員会、連絡会議 168 17.5％

講座・講習 141 14.7％

説明会 120 12.5％

アンケート 117 12.2％

共催、共同実施、運営参加 115 12.0％

審議会、委員会 110 11.4％

グループ支援、連携 99 10.3％

ボランティア活動 96 10.0％

（出所）　兵庫県『参画と協働による施策実施ガイドブック』、p.61

表－ 6　協働の主要チャンネル

（出所）　兵庫県『参画と協働による施策実施ガイドブック』、p.62
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政
経
研
究　

第
五
十
巻
第
三
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）

（
六
五
六
）

び
ま
す
。
こ
の
た
め
、
成
熟
時
代
に
求
め
ら
れ
る
行
政
能
力
の
一
つ
で
あ
る
「
参
画
と
協
働
」
の
意
義
や
、
具
体
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積

と
共
有
、
現
場
主
義
の
徹
底
に
よ
る
実
践
的
な
研
修
機
会
の
充
実
が
重
要
（
22
）

」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
行
政
広
報
の
重
要
性
を
現
わ
し
、

且
つ
行
政
広
報
の
技
術
に
関
し
て
、
新
た
な
試
み
の
必
要
性
が
現
わ
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
こ
に
行
政
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
を
再
構
築
し
、
協
働
を
促
進
す
る
技
術
導
入
を
検
討
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、「
行
政
の
知
ら
せ
た
い
こ

と
」
と
「
市
民
の
知
り
た
い
こ
と
」
の
ギ
ャ
ッ
プ
、「
市
民
が
行
政
に
伝
え
た
い
こ
と
」
と
「
行
政
が
知
り
た
い
こ
と
」
の
ギ
ャ
ッ
プ
を

埋
め
る
こ
と
（
調
整
）
が
必
要
と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
協
働
と
は
、
ま
さ
に
お
互
い
が
行
動
を
起
こ
し
た
結
果
と
し
て
生
ま
れ
る
も
の

で
あ
り
、
片
方
だ
け
の
行
動
で
は
意
味
を
な
さ
な
い
。
つ
ま
り
、
お
互
い
の
反
応
を
引
き
起
こ
す
共
鳴
の
行
政
広
報
を
確
立
し
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
本
来
の
姿
で
あ
る
、
双
方
向
を
繰
り
返
し
行
っ
て
い
く
努
力
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
行
政
側
と
し
て
は
、

総
合
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
と
し
て
、
行
政
広
報
を
「
行
政
・
市
民
の
行
動
を
促
進
」
す
る
も
の
に
位
置
付
け
、
行
政
・
市
民

の
関
係
を
調
整
・
適
応
さ
せ
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機
能
と
し
て
活
用
・
拡
大
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
場
合
、「
市
民
か
ら
の

批
判
」
も
重
要
な
市
民
側
か
ら
の
行
動
で
あ
る
こ
と
を
行
政
が
認
識
し
、
こ
う
し
た
批
判
を
行
政
・
市
民
の
お
互
い
で
調
整
し
て
い
き
、

お
互
い
に
と
っ
て
「
価
値
あ
る
も
の
」
を
作
り
あ
げ
て
い
く
こ
と
が
協
働
と
考
え
る
。

注（
1
） 

本
稿
で
使
用
す
る
「
市
民
」
と
は
、
地
域
住
民
は
も
と
よ
り
、
企
業
・
経
済
団
体
・
大
学
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
集
団
な

ど
、
協
働
の
主
体
と
な
り
う
る
多
様
な
存
在
を
含
む
。

（
2
） 

株
式
会
社
電
通
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
局
編
『
広
報
力
が
地
域
を
変
え
る
』
日
本
地
域
社
会
研
究
所
（
二
〇
〇
五
年
）、pp.25

〜30

一
四
〇



行
政
広
報
の
現
代
的
課
題
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
（
岩
井
）

（
六
五
七
）

を
参
照
。

（
3
） 

国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
資
料
『
生
活
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
精
度
の
向
上
を
目
指
し
て
〜
戦
略
的
な
行
政
広
報
の
実
現
へ

〜
』（
二
〇
一
〇
年
）
を
参
照
。

（
4
） 
株
式
会
社
電
通
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
局
編
、
前
掲
書
、pp.36

〜40

を
参
照
。

（
5
） 

土
橋
幸
男
『
分
権
時
代
の
広
聴
入
門　

理
論
と
実
際
』
ぎ
ょ
う
せ
い
（
二
〇
〇
六
年
）、pp.58

〜60

を
参
照
。

（
6
） 

福
島
大
学
災
害
復
興
研
究
所
編
『
平
成
二
三
年
度　

双
葉
八
か
町
村
災
害
復
興
実
態
調
査　

基
礎
集
計
報
告
書
（
第
二
版
）』（
二
〇
一
二
年
）

を
参
照
。

（
7
） 

筆
者
執
筆
「
第
五
章　

民
間
企
業
の
調
整
機
能
」
総
務
省
大
臣
官
房
企
画
課
『
官
房
等
省
内
調
整
組
織
の
在
り
方
に
関
す
る
調
査
研
究
報
告

書
』（
二
〇
〇
七
年
）
を
参
照
。
尚
、
同
報
告
書
作
成
の
た
め
に
行
っ
た
、
企
業
の
総
合
調
整
に
関
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
関
し
て
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ

モ
本
社
の
監
査
役
か
ら
筆
者
自
身
が
伺
っ
た
（
二
〇
〇
七
年
二
月
二
八
日
（
水
）
13
：
30
〜
15
：
30
）
も
の
で
あ
る
。

（
8
） 

代
表
的
な
研
究
し
て
は
、
西
尾
勝
「
官
房
組
織
に
関
す
る
覚
書
」
総
務
庁
長
官
官
房
総
務
課
編
『
行
政
作
用
の
本
質
と
機
能
に
関
す
る
調
査
報

告
書
（
一
九
八
四
年
度
・
上
）』
行
政
管
理
研
究
セ
ン
タ
ー
（
一
九
八
五
年
）
や
、
行
政
管
理
研
究
セ
ン
タ
ー
編
『
日
本
の
官
房
機
能
』
行
政
管
理

研
究
セ
ン
タ
ー
（
一
九
八
七
年
）
が
あ
る
。

（
9
） 

経
営
シ
ス
テ
ム
研
究
会
編
『
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
リ
ア
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
の
挑
戦
』
日
刊
工
業
新
聞
社
（
二
〇
〇
四
年
）
を
参
照
。

（
10
） 

Ｉ
Ｔ
情
報
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
事
例
研
究
「
株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ　

業
務
フ
ロ
ー
と
デ
ー
タ
フ
ロ
ー
を
一
体
化
さ
せ
た
リ
ア

ル
タ
イ
ム
経
営
戦
略
シ
ス
テ
ム
を
構
築
」：

http://w
w
w
.atm
arkit.co.jp/fbiz/casestudies/20030726/docom

o.htm
l

（
二
〇
一
三
年
三
月
二
三
日
検
索
）。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
経
営
情
報
シ

ス
テ
ム
は
、
二
〇
〇
二
年
四
月
に
導
入
し
た
、
新
経
営
戦
略
シ
ス
テ
ム
「
Ｄ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｍ
Ｓ
」
で
あ
る
。
Ｄ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｍ
Ｓ
は
、D

oC
oM
o R
E
A
L
-

tim
e M
anagem

ent S
ystem

の
頭
文
字
を
と
っ
た
名
称
で
あ
り
、
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
ツ
ー
ル
で
各
業
務
シ
ス
テ
ム
間
を
連
携
さ
せ
、
業
務
と
デ
ー
タ

フ
ロ
ー
の
一
体
化
を
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
会
計
・
非
会
計
デ
ー
タ
を
二
つ
の
デ
ー
タ
ウ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
シ
ス
テ
ム
に
蓄
積
し
、
交
互
に
切
り

替
え
て
使
う
こ
と
で
、
い
つ
で
も
リ
ア
ル
タ
イ
ム
情
報
を
取
得
・
分
析
で
き
る
仕
組
み
を
整
え
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
最
大
の
特
徴
は
、
日
々
発

一
四
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五
十
巻
第
三
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（
二
〇
一
四
年
三
月
）

（
六
五
八
）

生
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
デ
ー
タ
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
シ
ス
テ
ム
に
反
映
さ
せ
、「
モ
ノ
の
流
れ
・
お
金
の
流
れ
・
業
務
（
勤
務
状
態
も
含
む
）
の

流
れ
」
と
「
デ
ー
タ
の
流
れ
」
を
完
全
に
一
致
さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。
モ
ノ
・
金
の
動
き
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
シ
ス
テ
ム
上
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
で
、

そ
の
日
の
債
権
・
債
務
の
状
況
や
携
帯
電
話
の
販
売
実
績
、
在
庫
、
社
員
の
勤
務
状
況
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
収
支
に
至
る
ま
で
、
日
々
の
経
営
状
態

が
画
面
上
で
把
握
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。 

こ
こ
で
い
わ
れ
る
〝
リ
ア
ル
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
〞
と
は
、『
業
務
の
流
れ
と
デ
ー
タ
の
流
れ
』

『
お
金
の
流
れ
と
デ
ー
タ
の
流
れ
』『
モ
ノ
の
流
れ
と
デ
ー
タ
の
流
れ
』
が
一
致
し
、
シ
ス
テ
ム
上
で
現
実
の
経
営
の
姿
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
把
握
で

き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
業
務
発
生
時
に
担
当
者
が
責
任
を
持
っ
て
デ
ー
タ
を
入
力
す
る
こ
と
で
、
刻
々
と
変
わ
る
経
営
状
況
を
逐
次
把
握
で
き

る
仕
組
み
で
あ
る
。
ま
た
、
同
シ
ス
テ
ム
の
設
立
過
程
な
ど
に
つ
い
て
は
、
経
営
シ
ス
テ
ム
研
究
会
編
、
前
掲
書
を
参
照
。

（
11
） 

ト
マ
ス
・
Ｗ
・
マ
ロ
ー
ン
著
、
高
橋
則
明
翻
訳
『
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
・
オ
ブ
・
ワ
ー
ク
』
株
式
会
社
ラ
ン
ダ
ム
ハ
ウ
ス
講
談
社
（
二
〇
〇
四
年
）

を
参
照
。

（
12
） G

len M
. B
loom

 

（2009

）, C
u

tlip an
d

 C
en

ter’s E
ffective P

u
blic R

elation
s 

（10
th E

d
ition

）, N
ew
 Jersey: P

earson E
ducation, 

Inc.

及
び
、S

cott M
. C
utlip, A

lenn H
. C
enter, and G

len M
. B
room

 

（2000
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）, N
ew
 Jersey: 

P
rentice-H

all, Inc.

ス
コ
ッ
ト
・
Ｍ
・
カ
ト
リ
ッ
プ
ス
、
ア
レ
ン
・
Ｈ
・
セ
ン
タ
ー
、
グ
レ
ン
・
Ｍ
・
ブ
ル
ー
ム
著
、
日
本
広
報
学
会
監
修
『
体

系
パ
ブ
リ
ッ
ク
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
』
ビ
ア
ソ
ン
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
二
〇
〇
八
年
）、p.211

。

（
13
） 

日
本
広
報
学
会
監
修
、
前
掲
書
、p.211

。

（
14
） 

こ
こ
で
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
と
は
、
組
織
環
境
の
変
化
を
予
測
し
て
モ
ニ
タ
ー
し
、
そ
れ
を
経
営
層
に
解
釈
し
て
伝
え
る
役
割
を
担
う
。

（
15
） 

日
本
広
報
学
会
監
修
、
前
掲
書
、p.228

。

（
16
） 

日
本
広
報
学
会
監
修
、
前
掲
書
、p.228

。

（
17
） 

日
本
広
報
学
会
監
修
、
前
掲
書
、p.229

。

（
18
） 

齋
藤
友
之
「
協
働
シ
ス
テ
ム
構
造
と
特
質
」、
埼
玉
大
学
社
会
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
『
政
策
と
調
査　

第
一
号
』（
二
〇
一
一
年
）
所
収
、p.40

。

（
19
） 

齋
藤
友
之
前
掲
論
文
、p.40

。

（
20
） 

田
尾
雅
夫
「
市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
水
口
憲
人
・
北
原
鉄
也
・
真
渕
勝
『
変
化
を
ど
う
説
明
す
る
か
：
行
政
編
』
木
鐸
社
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行
政
広
報
の
現
代
的
課
題
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
（
岩
井
）

（
六
五
九
）

（
二
〇
〇
〇
年
）、p.135

〜136

、
及
び
田
尾
雅
夫
『
公
共
経
営
論
』
木
鐸
社
（
二
〇
一
〇
年
）、p.248

を
参
照
。

（
21
） 

齋
藤
友
之
前
掲
論
文
、p.41

。

（
22
） 
兵
庫
県
『
参
画
と
協
働
に
よ
る
施
策
実
施
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』（
二
〇
〇
七
年
）、p.61

〜63

を
参
照
。
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